
 

　
現金が消えると、どのような社会になるのか!?  国家 特派員としてアメリカで科学取材を始めた著者が実感
主導でキャッシュレスを推進する中国。モバイル決済 したのは、意外なほどに広がる「科学への不信」だっ
が普及し、それを前提とした新ビジネスが続々と誕生。 た。「人は科学的に考えることがもともと苦手なので
しかも、その利用履歴が国民の統治制度に組み込まれ はないか」――。全米各地に取材に出かけ、その背景
つつある。壮大な社会実験に取り組む中国の現状を紹 には何があるのか、先進各国に共通する「科学と社会
介、日本どのような協力関係を結べるのかを考察する。 を巡る不協和音」という課題を描く。

「“女脳”は論理的ではなく感情的」「子育ては母親 世界的に注目を集めているプラスチックごみ問題。環
の仕事」「人類の繁栄は男のおかげ」……。科学の世 境だけでなく、私たちの健康にも知らぬ間に害を及ぼ
界においても、女性に対する偏見は歴史的に根強く存 している。使用中に漏れ出す化学物質の作用とは？　
在してきた。こうした既成概念に、気鋭の科学ジャー 使い続けても大丈夫？　その危険性の徹底解説から、
ナリストが真っ向から挑む。さまざまな分野を駆け巡 代替品を使った暮らし方のヒントまで網羅した“プラ
り、19世紀から現代までの科学史や最新の研究成果を スチック・フリー”入門ガイド。簡単な6つのステッ
徹底検証。 プで今すぐ8割減らせる！

　

「ループするたび、君を忘れてゆく」すれ違う二人
に涙する、切ない青春小説。出会いは10年前。彼が
飛ばした紙飛行機を、彼女がキャッチした。そして
恋に落ち、結婚したふたりは事故のせいで10年前へ
タイムリープしてしまう。〈過去と同じ出会い〉を
しないと元の世界に戻れないと気づくが……

　
　

　

脳科学から人類の進化史まで プラスチック・フリー生活

７月新着図書案内
中旬版
富山中部高校図書館

キャッシュレス国家 ルポ　人は科学が苦手
「中国新経済」の光と影 アメリカ「科学不信」の現場から

西村　友作　著 三井　誠　著
　

科学の女性差別とたたかう いますくできる小さな革命

アンジェラ・サイニー　著 シャンタル・プラモンドン　ほか　著

何度でも、紙飛行機がとどくまで
　

大城　密　著

図書館からのお知らせ

蔵書点検のため

７月16日(午後)～

７月18日の期間中

図書館は利用出来ません。

返却はブックポストに

お願いします。


